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文
部
科
学
省
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

線
量
測
定
シ
ス
テ
ム
設
置
場
所

⑨

莢莢莢莢

莢莢莢莢

関
柴
公
民
館
、熊
倉
公
民
館
、

豊
川
公
民
館
、

塩
加
納
公
民

館
、
姥
堂
地
区
公
民
館
、
駒
形

地
区
公
民
館

山
都
公
民
館

高

郷
公
民
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
喜
多
の

郷
、
喜
多
方
市
役
所
、
厚
生
会

館

鏡
石
幼
稚
園

岡
ノ
内
幼
稚

園
、
鏡
石
栄
光
幼
稚
園
、
鏡
石

中
、岩
瀬
農
高
、鏡
石
保
育
所
、

鏡
石
保
育
所
分
園
、
鏡
石
児
童

館
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
鏡

石
ホ
ー
ム
」
、
成
田
保
健
セ
ン

タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
森
公
園

高

久
田
多
目
的
集
会
所
、
久
来
石

転
作
定
着
化
総
合
研
修
施
設
、

下
郷
中

し
も
ご
う
保
育
所

湯

野
上
保
育
所
、
養
鱒
公
園
い
こ

い
の
広
場
、下
郷
町
民
体
育
館
、

檜
枝
岐
中
、檜
枝
岐
村
児
童
館
、

只
見
中
、
只
見
高
、
只
見
保
育

所
、
朝
日
保
育
所
、
明
和
保
育

所
、
舘
岩
幼
稚
園
、
田
島
カ
ト

リ
ッ
ク
暁
の
星
幼
稚
園
、
田
島

中
、
檜
沢
中
、
荒
海
中
、
舘
岩

中
、
伊
南
中
、
南
郷
中
、
田
島

高
、
南
会
津
高
、
び
わ
の
か
げ

保
育
所
、
伊
南
保
育
所
、
山
口

保
育
所
、
田
島
保
育
園
、
田
部

原
保
育
所
、
天
吾
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
脇
、
南
郷
保
育
所
（
平

成

年
開
所
予
定
）
、
舘
岩
も

の
づ
く
り
伝
承
館
、
西
部
子
育

て
プ
ラ
ザ
（
伊
南
）
、
舘
岩
保

健
セ
ン
タ
ー
、
旧
上
郷
小
、
あ

た
ご
っ
子
ク
ラ
ブ
、
ひ
の
き
や

ま
び
こ
ク
ラ
ブ
、
南
会
津
町
役

場
、
旧
栗
生
沢
小
跡
地
、
南
会

津
町
舘
岩
水
引
、
舘
岩
川
衣
交

流
セ
ン
タ
ー
、
南
郷
交
流
促
進

セ
ン
タ
ー
・
物
産
館
、
さ
ゆ
り

会
館
、
内
川
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
、
田
島
浄
水
場
、
静
川
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
、
南
会
津
町
舘

岩
た
の
せ
、
糸
沢
林
業
研
修
セ

ン
タ
ー
、会
津
高
原
憩
い
の

、

裏
磐
梯
幼
稚
園
、
さ
く
ら
幼
稚

園
、裏
磐
梯
中
、北
塩
原
一
中
、

芙
蓉
保
育
園
、
北
塩
原
村
活
性

化
セ
ン
タ
ー
、
桧
原
出
張
所
、

裏
磐
梯
サ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
西
会
津
中
、
西
会
津
高
、

野
沢
保
育
所
、尾
野
本
保
育
所
、

群
岡
保
育
所
、
芝
草
保
育
所
、

高
目
集
会
所
、
宝
川
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
、大
久
保
町
営
駐
車
場
、

青
坂
集
会
所
、
磐
梯
幼
稚
園
、

磐
梯
中
、
磐
梯
町
保
育
所
、
磐

梯
町
児
童
館
、
磐
梯
町
磐
梯
七

ツ
森
セ
ン
タ
ー
、
猪
苗
代
幼
稚

園
、
吾
妻
幼
稚
園
、
千
里
幼
稚

園
、
み
ど
り
幼
稚
園
、
猪
苗
代

中
、
東
中
、
吾
妻
中
、
猪
苗
代

高
、
猪
苗
代
養
護
学
校
、
川
桁

保
育
所
、
中
の
沢
保
育
所
、
猪

苗
代
保
育
所
、
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン

キ
デ
ィ
ガ
ー
デ
ン
、
猪
苗
代
町

児
童
館
、ば
ん
だ
い
荘
わ
か
ば
、

運
動
公
園（
水
防
セ
ン
タ
ー
）、

緑
の
村
、
中
央
緑
地
、
扇
田
公

園
、
東
部
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
小
田
農
村
公
園
、
山
潟

農
村
公
園
、
坂
下
幼
稚
園
、
若

宮
幼
稚
園
、
広
瀬
幼
稚
園
、
坂

下
一
中
、坂
下
二
中
、坂
下
高
、

会
津
農
林
高
、ば
ん
げ
保
育
所
、

え
く
ぼ
遊
育
園
、か
わ
ら
ご
園
、

勝
方
多
目
的
集
会
所
、
里
山
の

ア
ト
リ
エ
坂
本
分
校
、
長
井
会

館
、
矢
ノ
目
農
村
公
園
、
青
津

会
館
、
ゆ
が
わ
幼
稚
園
、
湯
川

中
、
湯
川
村
保
育
所
、
湯
川
村

野
球
場
、
西
山
保
育
所
、
柳
津

保
育
所
、
藤
農
村
公
園
、
麻
生

公
園
、
大
成
沢
公
民
館
、
三
島

中
、
三
島
保
育
所
、
三
島
町
営

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
金
山
中
、
川
口

高
、
横
田
保
育
所
、
川
口
保
育

所
、
芸
能
伝
承
館
、
沼
沢
集
会

所
、
沼
沢
公
民
館
、
昭
和
中
、

昭
和
村
保
育
所
、
昭
和
村
保
健

医
療
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
・
す

み
れ
荘
、
新
鶴
幼
稚
園
、
本
郷

幼
稚
園
、
ひ
か
り
幼
稚
園
、
高

田
中
、
本
郷
中
、
新
鶴
中
、
大

沼
高
、
あ
や
め
保
育
所
、
さ
く

ら
保
育
所
、ひ
ま
わ
り
保
育
所
、

旧
赤
沢
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ふ
れ

あ
い
の
森
公
園
、
せ
せ
ら
ぎ
緑

地
、
池
ノ
端
農
村
公
園
、
出
戸

田
沢
農
村
公
園
、
西
郷
村
立
西

郷
幼
稚
園
、
学
校
法
人
西
郷
幼

稚
園
、西
郷
一
中
、西
郷
二
中
、

川
谷
中
、
西
郷
養
護
学
校
、
み

ず
ほ
保
育
園
、つ
ど
い
の
広
場
、

あ
る
く
、真
名
子
消
防
屯
所
前
、

馬
場
坂
集
会
所
前
、
羽
太
グ
リ

ー
ン
タ
ウ
ン
公
民
館
前
、
長
坂

消
防
屯
所
前
、
椙
山
工
業
用
水

水
源
地
、
鶴
生
公
民
館
前
、
民

間
施
設
、赤
坂
稗
返
消
防
詰
所
、

伯
母
沢
公
民
館
、
由
井
ケ
原
公

民
館
前
、キ
ョ
ロ
ロ
ン
村
芝
生
、

ル
ー
プ
公
園
広
場
、
棚
倉
幼
稚

園
、
近
津
幼
稚
園
、
社
川
幼
稚

園
、
棚
倉
中
、
修
明
高
、
棚
倉

保
育
園
第
一
園
舎
、
棚
倉
保
育

園
第
二
園
舎
、
瀬
ケ
野
多
目
的

集
会
施
設
、
堀
川
愛
生
園
、
堀

川
愛
生
園
高
野
ホ
ー
ム
、
棚
倉

児
童
ク
ラ
ブ
、
赤
舘
公
園
、
新

町
児
童
公
園
、わ
ん
ぱ
く
広
場
、

堤
集
会
所
、
小
爪
・
祝
部
内
多

目
的
集
会
施
設
、漆
草
区
公
園
、

下
流
多
目
的
集
会
施
設
、
八
槻

第
５
多
目
的
集
会
施
設
、
岡
田

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
玉
野
農

村
公
園
、棚
倉
町
総
合
体
育
館
、

東
舘
幼
稚
園
、
石
井
幼
稚
園
、

矢
祭
中
、
矢
祭
町
保
育
所
、
柵

・
舟
見
集
会
施
設
、
矢
祭
町
体

育
セ
ン
タ
ー
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

中
山
地
区
多
目
的
集
会
施
設
、

矢
祭
町
保
健
福
祉
館
、
大
垬
地

区
多
目
的
集
会
施
設
、
追
分
地

区
多
目
的
集
会
所
、
笹
原
幼
稚

園
、常
豊
幼
稚
園
、塙
幼
稚
園
、

塙
中
、
塙
工
高
、
塙
保
育
園
、

め
だ
か
保
育
室
、
塙
児
童
ク
ラ

ブ
、南
原
集
会
場
、田
代
分
館
、

北
野
神
社
敷
火
の
見
や
ぐ
ら

前
、大
藪
分
館
、東
河
内
分
館
、

伊
香
分
館
、
真
名
畑
分
館
、
上

石
井
分
館
、
木
野
反
分
館
、
西

河
内
分
館
、
中

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
消
防
セ
ン
タ
ー（
集
会
所
）、

高
城
地
区
公
民
館
、

川
幼
稚

園
、

川
中
、修
明
高

川
校
、

戸
草
多
目
的
集
会
施
設
、
遠
ケ

竜
ふ
れ
あ
い
公
園
、
朝
日
山
登

山
道
入
口
、富
田
村
民
体
育
館
、

戸
倉
地
区
簡
易
排
水
処
理
場
、

墓
地
石
山
農
村
公
園
、
石
川
文

化
幼
稚
園
、石
川
中
、沢
田
中
、

県
立
石
川
高
、
石
川
義
塾
中
・

学
校
法
人
石
川
高
、
石
川
養
護

学
校
、
第
一
保
育
所
、
第
二
保

育
所
、
野
木
沢
保
育
所
、
介
護

老
人
保
健
施
設
オ
ル
キ
ス
託
児

所
、
総
合
運
動
公
園
、
沢
田
児

童
館
、
桜
が
丘
学
園
、
共
生
園

脇
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
母
畑
レ
ー
ク

サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
、
中
谷
自
治

セ
ン
タ
ー
、
ニ
ホ
ン
ブ
ナ
、
東

光
寺
広
場
前
、北
山
形
集
会
所
、

坂
路
公
会
堂
、
外
槙
保
育
所
跡

地
、
す
が
ま
幼
稚
園
、
い
ず
み

幼
稚
園
、
泉
中
、
須

中
、
泉

保
育
所
、道
の
駅
た
ま
か
わ（
こ

ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
）
、
山
小

屋
聖
人
堂
、
南
宿
集
会
所
、
永

田
幼
稚
園
、
蓬
田
幼
稚
園
、
小

平
幼
稚
園
、蓬
田
中
、小
平
中
、

小
野
高
平
田
校
、
ひ
ら
た
中
央

病
院
託
児
所
、
永
山
産
業
平
田

中
央
工
場
託
児
所
、
乙
空

集

会
所
、
九
生
滝
消
防
屯
所
、
東

山
集
会
所
、西
山
一
消
防
屯
所
、

上
北
方
集
会
所
、浅
川
幼
稚
園
、

浅
川
中
、
浅
川
町
保
育
所
、
山

白
石
保
育
所
、
小
貫
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
、
大
草
集
会
所
、
中

里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ

ー
、
浅
川
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
古
殿
幼
稚
園
、
古
殿
中
、

古
殿
保
育
所
、
旧
論
田
小
、
上

山
上
婦
人
・
若
者
等
活
動
促
進

施
設
、
若
神
子
団
地
敷
地
内
、

旧
大
久
田
小
、
町
内
ご
み
捨
て

場
、
旧
大
原
小
、
薄
木
集
会
セ

ン
タ
ー
、
鎌
田
農
村
推
進
セ
ン

タ
ー
、
小
野
わ
か
ば
幼
稚
園
、

小
野
中
、
小
野
高
、
夏
井
お
お

す
ぎ
保
育
園
、
中
央
さ
く
ら
保

育
園
、飯
豊
ひ
ま
わ
り
保
育
園
、

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
、
浮
金
つ
つ

じ
児
童
園
、
ふ
れ
あ
い
の
森
公

園
、
こ
ま
ち
交
流
館
、
荒
町
児

童
公
園
、ふ
る
さ
と
文
化
の
館
、

小
野
町
公
民
館
雁
股
田
分
館
、

旧
小
戸
神
小
、
旧
夏
井
二
小

‖
お
わ
り
‖
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性セシウム134137の合算100 。粗飼料の暫定
許容値は水分 ％で判断するため、水分 ％の値
に補正。

会津若松・若松坂下：牧草 １番草
200 310 120

会津若松・若松坂下：牧草 １番草
730 970 441

会津若松・若松坂下：牧草 ２番草
550 780 310

会津若松・若松坂下：牧草 ２番草
220 270 109

会津若松・若松坂下：牧草 ２番草
検出せず 検出せず
＜16 ＜14）

会津若松・若松坂下：牧草 ２番草
97 140 62

会津若松・若松坂下：牧草 ３番草
66 92 36

会津若松・若松坂下：牧草 ３番草
120 130 57

磐梯・若松坂下：牧草 １番草 16 15 21
磐梯・若松坂下：牧草 ２番草

300 360 212
磐梯・若松坂下：牧草 ３番草 37 58 39
会津美里・若松坂下：牧草 ２番草

43 53 22
会津美里・若松坂下：牧草 ２番草

120 160 63
会津美里・若松坂下：牧草 ３番草

19 31 26
会津美里・若松坂下：牧草 ３番草

44 53 67
玉川・石川郡：牧草 ２番草 190 230 97
玉川・石川郡：牧草 ２番草 790 1100 422
玉川・石川郡：牧草 ２番草 86 110 45
玉川・石川郡：牧草 ２番草 440 580 233
玉川・石川郡：牧草 ３番草 680 930 445
玉川・石川郡：牧草 ３番草 26 26 12
玉川・石川郡：牧草 ３番草 140 190 75
相馬・旧日立木村：稲わら 94 110 46
白河・旧白河市：稲わら 38 55 21
郡山・旧高野村：稲わら 54 72 29
郡山・旧高野村：稲わら 検出せず 29 7

＜17
郡山・旧高野村：稲わら 83 120 46
白河・旧白河市：稲発酵粗飼料39 49 46
白河・旧白河市：稲発酵粗飼料41 58 54
白河・旧白河市：稲発酵粗飼料95 130 130
白河・旧大屋村：稲発酵粗飼料

検出せず 検出せず
＜26 ＜22

白河・旧信夫村：稲発酵粗飼料
〃 ＜15 18 9

棚倉・旧近津村：稲発酵粗飼料
〃 ＜21 検出せず

＜17
棚倉・旧近津村：稲発酵粗飼料

〃 ＜19 〃 ＜15
棚倉・旧近津村：稲発酵粗飼料

〃 ＜14 〃 ＜13
郡山・旧高野村：稲発酵粗飼料21 35 26

※単位は１㌔当たりのベクレル。左の数値はセシウム134、

右はセシウム137。「＜」の右側の数値は検出下限値。

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蒿
蓂
蓂
蓂
蓄 蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

蓂
蓂
蓂

蓁

【野菜】
※食品衛生法の暫定基準値は放射性セシ
ウム134137の合算500 。

会津若松：ミズナ 施設
検出せず 検出せず
＜13 ＜12

会津若松：ハクサイ
〃 ＜11 〃 ＜84

郡山：キャベツ 〃 ＜18 〃 ＜11
いわき：ナバナ 〃 ＜12 〃 ＜16
いわき：トマト 施設

〃 ＜75 〃 ＜74
いわき：トマト 施設

〃 ＜11 〃 ＜88
いわき：ブロッコリー

〃 ＜16 〃 ＜15
相馬：シュンギク 施設

〃 ＜14 〃 ＜11
二本松：キュウリ 施設

〃 ＜83 〃 ＜78
二本松：ミニトマト 施設

〃 ＜79 〃 ＜80
南相馬：コウサイタイ 施設

〃 ＜83 91
南相馬：シュンギク 施設

〃 ＜11 検出せず
＜80

南相馬：スナップエンドウ 施設
〃 ＜12 〃 ＜11

南相馬：チンゲンサイ 施設
〃 ＜11 〃 ＜11

南相馬：ネギ 〃 ＜11 〃 ＜91
磐梯：サニーレタス 施設

〃 ＜15 〃 ＜11
矢吹：イチゴ 施設

〃 ＜12 〃 ＜89
郡山：カブ 施設 〃 ＜12 〃 ＜11
相馬：カブ 施設 〃 ＜17 〃 ＜13

野
菜

点
は

基
準
下
回
る

放
射
性
物
質
検
査

県
は
一
日
、
野
菜
の
放
射

性
物
質
の
検
査
結
果
を
【
表
】

の
通
り
発
表
し
た
。
八
市
町

の
十
六
品
目
、
十
九
点
を
調

べ
、
全
検
体
で
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
は
食
品
衛
生
法
の
暫
定

基
準
値
（
一
㌔
当
た
り
五
〇

〇

）
以
下
か
検
出
下
限
値

未
満
だ
っ
た
。

放
射
性
ヨ
ウ
素
は
全
検
体

で
検
出
下
限
値
未
満
だ
っ

た
。牛

肉
は
下
限
値
未
満

県
は
一
日
、
牛
肉
の
放
射

性
物
質
の
検
査
結
果
を
発
表

し
た
。
十
市
町
村
の
農

十

二
戸
で
生
産
さ
れ
た
三
十
四

頭
を
調
べ
、
全
て
で
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
、
放
射
性
ヨ
ウ
素

と
も
検
出
下
限
値
未
満
だ
っ

た
。県

外
で
食
肉
処
理
さ
れ
た

七
十
四
頭
も
全
検
体
で
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
、
放
射
性
ヨ
ウ

素
と
も
検
出
下
限
値
未
満
だ

っ
た
。

県
内
で
検
査
し
た
牛
肉
の

生
産
農

は
次
の
通
り
。
数

字
は
頭
数
。

石
川

、須
賀
川
４
、塙
２
、

泉
崎
７
、本
宮
１
、猪
苗
代
１
、

福
島
２
、

川
４
、
郡
山
２
、

小
野
１

蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

若
松
の
牧
草
な
ど

許
容
値
超
え
る

牛
用
飼
料
再
調
査

県
は
一
日
、
牛
用
飼
料
の

放
射
性
物
質
の
再
調
査
結
果

を
【
表
】
の
通
り
発
表
し
た
。

牧
草
は
若
松
坂
下
地
域
の
一

・
二
番
草
、
石
川
郡
地
域
の

二
・
三
番
草
、
稲
発
酵
粗
飼

料
は
白
河
市
の
旧
白
河
市
で

新
た
に
暫
定
許
容
値
（
一
㌔

当
た
り
一
〇
〇

）
を
超
え
、

県
は
関
係
者
に
使
用
自
粛
を

要
請
し
た
。

今
回
は
平
成
二
十
三
年
産

の
牧
草
二
十
二
点
、
稲
ワ
ラ

五
点
、
稲
発
酵
粗
飼
料
九
点

の
計
三
十
六
点
を
調
べ
た
。

自
粛
以
外
の
地
域
で
は
使
用

で
き
る
。

再
調
査
は
牛
用
飼
料
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
暫
定
許
容

値
が
一
〇
〇

に
厳
格
化
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
実
施
し
て

い
る
。
今
月
中
旬
ま
で
、
約

六
百
点
を
分
析
す
る
。
全
作

物
と
も
昨
年
の
調
査
で
既
に

一
〇
〇

を
超
え
て
い
た
地

域
は
使
用
自
粛
と
し
、
そ
れ

以
外
の
地
域
は
一
地
域
当
た

り
三
点
以
上
の
再
調
査
で
一

点
で
も
一
〇
〇

を
超
え
れ

ば
自
粛
と
す
る
。

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

１日の県内 地点の環境放射線量測定値

※測定場所は県北保健福祉事務所、二本松市役所、郡山合
同庁舎、県南合同庁舎、会津若松合同庁舎、南会津合同
庁舎、南相馬合同庁舎、いわき合同庁舎、田村市役所、
飯舘村役場、川俣町山木屋駐在所。川俣町役場と小国ふ
れあいセンターは午前と午後に２回計測。平常値の「―」
は定点観測していないため出ない。

測定
時刻

平常
値 004 ― 004～

006
004～
005

004～
005

002～
004005

005～
006 ― ― ―

1：00

4：00

7：00

10：00

13：00

16：00

19：00

福島市二本松市 郡山市白河市会 津
若松市

南会津
町

南相馬
市

いわき
市 平

田村市
船引町飯舘村

川俣町
山木屋

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪 莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩

莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢

川俣町役場

莨莨莨莨莨
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪 莨莨莨莨莨 莫

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

莩
伊達市小国
ふれあいセ
ンター

莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢

（単位は㍃ ／時間）

9：12 10：08

14：49 13：43

046

051

107

122

065 055 059 030 011 007 036 017 ― 057 072

066 054 061 030 010 007 037 018 ― 056 072

063 055 059 029 011 007 037 017 ― 058 072

061 055 063 029 012 006 037 017 013 058 073

062 053 064 029 010 006 037 017 013 063 074

063 051 063 030 010 006 036 016 011 066 077

070 ― 063 031 011 006 037 017 013 ― ―

莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪
莪

◆
１
日
の
県
内
各
地
の
環
境

放
射
線
量
測
定
結
果
（
複
数
回

計
測
し
た
地
点
は
最
も
高
い

値
）◇

県
調
査
▽
県
北
‖
福
島
市
役
所

（
１
・

）
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
果
樹

研
究
所
（
０
・

）
福
島
西
Ｉ
Ｃ
（
０

・

）
ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

（
０
・

）
紅
葉
山
公
園
（
０
・

）

二
本
松
市
東
和
支
所
（
０
・

）
同
田

沢
集
会
場
（
０
・

）
伊
達
市
下
小
国

中
央
集
会
場
（
０
・

）
同
霊
山
パ
ー

キ
ン
グ
（
１
・

）
同
月
舘
相
葭
公
民

館（
１
・

）本
宮
市
役
所
（
０
・

）

同
白
沢
総
合
支
所
（
０
・

）
同
旧
白

沢
総
合
支
所
（
０
・

）
福
島
北
署
桑

折
分
庁
舎（
０
・

）国
見
町
役
場
（
０

・

）
大
玉
村
役
場
（
０
・

）

▽
県
中
‖
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
０
・

）
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
（
０
・

）
田
母
神
小
（
０
・

）

郡
山
市
逢
瀬
行
政
セ
ン
タ
ー（
０
・

）

須
賀
川
市
役
所
長
沼
支
所
（
０
・

）

同
岩
瀬
支
所
（
０
・

）
三
春
町
役
場

（
０
・

）
小
野
町
役
場
（
０
・

）

鏡
石
町
役
場
（
０
・

）
天
栄
村
役
場

（
０
・

）
石
川
町
役
場
（
０
・

）

玉
川
村
役
場（
０
・

）福
島
空
港
（
０

・

）
浅
川
町
役
場
（
０
・

）
平
田

村
役
場
（
０
・

）
古
殿
町
役
場
（
０

・

）

▽
県
南
‖
白
河
市
表
郷
庁
舎
（
０
・

）
同
大
信
庁
舎
（
０
・

）
同
東
庁

舎（
０
・

）矢
吹
町
役
場
（
０
・

）

西
郷
村
役
場
（
０
・

）
泉
崎
村
役
場

（
０
・

）
中
島
村
役
場
（
０
・

）

棚
倉
町
役
場（
０
・

）塙
町
役
場
（
０

・

）
矢
祭
町
役
場
（
０
・

）

川

村
役
場
（
０
・

）

▽
会
津
‖
喜
多
方
市
役
所（
０
・

）

北
塩
原
村
役
場
（
０
・

）
西
会
津
・

野
沢
小
（
０
・

）
磐
梯
町
役
場
（
０

・

）
猪
苗
代
町
役
場
（
０
・

）
会

津
坂
下
町
役
場
（
０
・

）
湯
川
村
公

民
館
（
０
・

）
柳
津
町
役
場
（
０
・

）
三
島
町
役
場
（
０
・

）
金
山
町

役
場
（
０
・

）
昭
和
村
役
場
（
０
・

）
会
津
美
里
町
役
場
高
田
支
所
（
０

・

）
▽
南
会
津
‖
南
会
津
町
役
場
南
郷
総

合
支
所
（
０
・

）
同
伊
南
総
合
支
所

（
０
・

）
同
舘
岩
総
合
支
所
（
０
・

）
下
郷
町
役
場
（
０
・

）
只
見
町

役
場
（
０
・

）
檜
枝
岐
村
役
場
（
０

・

）
▽
相
双
‖
相
馬
市
役
所
（
０
・

）

同
玉
野
出
張
所
（
０
・

）
相
馬
市
山

上
公
民
館
（
０
・

）
相
馬
港
２
号
埠

頭
（
ふ
と
う
）
（
０
・

）
南
相
馬
市

鹿
島
区
役
所
（
０
・

）
同
鹿
島
区
橲

原
公
民
館（
１
・

）同
横
川
ダ
ム
（
１

・

）
新
地
町
役
場
（
０
・

）
浪
江

町
津
島
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
１
・

）

飯
舘
村
長
泥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
４
・

）

▽
い
わ
き
‖
い
わ
き
市
三
和
支
所

（
０
・

）
同
小
川
支
所
（
０
・

）

同
勿
来
支
所
（
０
・

）
同
田
人
支
所

（
０
・

）同
小
名
浜
支
所
（
０
・

）

小
名
浜
藤
原
埠
頭
（
０
・

）
い
わ
き

市
四
倉
支
所
（
０
・

）
Ｊ
Ｒ
久
ノ
浜

駅
（
０
・

）
い
わ
き
市
末
続
集
会
所

（
０
・

）同
中
央
台
南
小
（
０
・

）

同
川
前
支
所
（
０
・

）

▽
福
島
第
一
原
発
周
辺
地
域
‖
広
野

町
・
二
ツ
沼
総
合
公
園
（
０
・

）
楢

葉
町
・
旧
楢
葉
消
防
分
署
（
０
・

）

同
・
繁
岡
地
区
集
会
所
（
１
・

）
同

・
中
平
集
会
所
そ
ば
（
１
・

）
富
岡

町
・
滝
の
沢
（
１
・

）
同
・
Ｊ
Ａ
ふ

た
ば
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
（
１
・

）

同
・
旧
富
岡
町
役
場
（
４
・

）
同
・

リ
フ
レ
富
岡
駐
車
場
（
４
・

）
大
熊

町
・
原
子
力
セ
ン
タ
ー
（
５
・

）
双

葉
町
・
山
田
多
目
的
集
会
場
付
近
（

・

）
同
・
双
葉
体
育
館
（
６
・

）

同
・
郡
山
公
民
館
（
１
・

）
浪
江
町

・
中
央
公
園
（
１
・

）
同
・
幾
世
橋

小
（
０
・

）

◇
文
部
科
学
省
調
査
‖
あ
づ
ま
総
合

運
動
公
園
（
０
・

）
伊
達
市
役
所
保

原
本
庁
舎
（
０
・

）
石
神
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
０
・

）
須
賀
川
市
役
所

（
０
・

）白
河
市
総
合
運
動
公
園
（
０

・

）
会
津
若
松
市
役
所
（
０
・

）

び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
（
０
・

）
ス

ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
そ
う
ま
（
０
・

）

郡
山
市
役
所
（
０
・

）
広
野
町
役
場

（
０
・

）
川
内
村
役
場
（
０
・

）

葛
尾
村
柏
原
地
区
（
３
・

）
田
村
市

常
葉
行
政
局
（
０
・

）
い
わ
き
の
里

鬼
ケ
城
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場（
０
・

）

い
わ
き
市
海
竜
の
里
セ
ン
タ
ー
（
０
・

）養
護
老
人
ホ
ー
ム「
東
風
荘
」
（
４

・

）
石
熊
公
民
館
（

・

）
浪
江

ひ
ま
わ
り
荘
（
３
・

）

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

変
更
の
場
合
あ
り

【
原
子
力
損
害
賠
償
等
に
関
す

る
相
談
・
説
明
】

▼
県
‖
原
子
力
損
害
賠
償
制

度
の
概
要
、
原
子
力
損
害
賠
償

紛
争
審
査
会
の
指
針
、
賠
償
に

関
す
る
手
続
き
な
ど
の
相
談
に

応
じ
る
。
土
、
日
曜
、
祝
日
を

含
む
午
前
８
時
半
〜
午
後
９

時
。
毎
週
水
、
金
曜
午
後
１
〜

５
時
は
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相

談
も
行
う
。
☎
０
２
４
（
５
２

３
）
１
５
０
１

【
放
射
線
に
関
す
る
相
談
・
問

い
合
わ
せ
窓
口
】

▼
政
府
原
子
力
災
害
現
地
対

策
本
部
‖
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
）
９
８
８
３
５
９

（
午
前
８
時
〜
午
後

時
）

▼
健
康
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
放
射
線
に
関
す
る
健
康
相
談
）

‖
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

原
子
力
緊
急
時
支
援
・
研
修
セ

ン
タ
ー
な
ど
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
（
０
１
２
０
）
７
５
５
１
９

９
（
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

▼
被
ば
く
医
療
健
康
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
（
放
射
線
に
関
す

る
一
般
健
康
相
談
）
‖
放
射
線

医
学
総
合
研
究
所
☎
０
４
３

（
２
９
０
）
４
０
０
３
（
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

▼
緊
急
被
ば
く
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
実
施
施
設
‖
平
日
午
前

時
〜
午
後
５
時
▽
福
島
‖
県
北

保
健
福
祉
事
務
所
▽
郡
山
‖
市

保
健
所
▽
須
賀
川
‖
県
中
保
健

福
祉
事
務
所
▽
白
河
‖
県
南
保

健
福
祉
事
務
所
▽
会
津
若
松
‖

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
▽
南
会

津
‖
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

▽
い
わ
き
‖
市
保
健
所
▽
南
相

馬
‖
相
双
保
健
福
祉
事
務
所

（
相
双
の
み
土
、
日
曜
、
祝
日

も
可
能
）

避
難
者
向
け
の
民
間
借

り
上
げ
住
宅
の
新
規
申
し

込
み
に
つ
い
て
、
県
は
一

日
、
四
月
以
降
も
新
規
の

申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と

を
決
め
た
。
関
係
市
町
村

に
通
知
し
た
。

民
間
借
り
上
げ
住
宅
に

新
た
に
住
み
始
め
た
り
、

中
通
り
か
ら
浜
通
り
な
ど

別
な
借
り
上
げ
住
宅
に
移

り
住
ん
だ
り
し
た
被
災
者

を
対

に
し
た
国
の
財
政

支
援
が
、
四
月
以
降
も
続

く
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初

は
国
が
県
へ
の
財
政
支
援

の
期
限
を
三
月
末
ま
で
と

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て

い
た
た
め
、
県
が
延
長
を

要
望
し
て
い
た
。

来
月
以
降
も
申
請
受
け
付
け

避
難
者
向
け
借
り
上
げ
住
宅

環
境
省
の
福
島
環
境
再

生
事
務
所
は
計
画
的
避
難

区
域
の
川
俣
町
山
木
屋
地

区
の
本
格
除
染
で
、
三
月

中
に
山
木
屋
小
と
山
木
屋

中
、
山
木
屋
公
民
館
で
先

行
的
に
実
施
し
、
続
い
て

口
太
川
の
上
流
か
ら
下
流

に
向
か
っ
て
二
年
間
で
地

区
全
域
の
本
格
的
な
除
染

を
行
う
。
一
日
、
町
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
た
住
民

説
明
会
で
示
し
た
。

除
染
で
出
る
廃
棄
物
の

仮
置
き
場
は
地
区
内
の
高

太
石
山
周
辺
の
国
有
林
に

設
け
る
方
針
。
年
間
被
ば

く
線
量
に
関
し
て
は
、
長

期
的
に
は
年
間
一
㍉

以

下
を
目
指
す
が
、
当
面
二

〇
㍉

以
下
を
目
標
と
す

る
。
既
に
年
間
二
〇
㍉

以
下
の
地
域
は
被
ば
く
線

量

％
低
減
を
目
指
す
。

説
明
会
に
は
住
民
約
二

百
人
が
参
加
し
た
。
住
民

か
ら
は
「
年
間
被
ば
く
量

を
二
〇
㍉

以
下
に
下
げ

て
終
わ
り
で
は
困
る
」「
地

区
内
の
山
の
頂
上
か
ら
く

ま
な
く
除
染
を
実
施
す
る

べ
き
だ
」
な
ど
の
意
見
が

相
次
い
だ
。

検
査
体
制
を
整
備

南
会
津
ま
き
ス
ト
ー
ブ

セ
シ
ウ
ム
で
緊
急
会
議

南
会
津
町
伊
南
地
域
の

民

の
ま
き
ス
ト
ー
ブ
の

焼
却
灰
か
ら
、
町
の
調
査

で
一
㌔
当
た
り
一
万
一
一

七
〇

の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
県
と
南
会
津
郡
四

町
村
の
担
当
者
ら
は
一

日
、
南
会
津
町
南
郷
総
合

支
所
で
緊
急
の
会
議
を
開

き
状
況
を
確
認
し
た
。

県
南
会
津
地
方
振
興

局
、
南
会
津
、
下
郷
、
只

見
の
三
町
、
檜
枝
岐
村
、

田
島
下
郷
町
と
西
部
環
境

の
両
衛
生
組
合
か
ら
十
三

人
が
出
席
し
た
。
会
議
で

は
今
回
の
事
例
が
報
告
さ

れ
、
各
町
村
が
希
望
者
へ

の
検
査
体
制
を
整
え
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

検
査
で
国
が
焼
却
灰
の

埋
め
立
て
基
準
と
し
て
定

め
て
い
る
「
一
㌔
当
た
り

八
〇
〇
〇

以
下
」
を
上

回
っ
た
場
合
、
山
菜
の
あ

く
抜
き
や
畑
へ
の
散
布
な

ど
の
使
用
を
控
え
「
危
険

ご
み
」
と
し
て
当
面
の
間
、

各
衛
生
組
合
で
保
管
す
る

方
針
を
確
認
し
た
。

民

の
男
性
は
震
災

後
、
自
宅
近
く
の
山
で
伐

採
し
た
木
材
を
ま
き
ス
ト

ー
ブ
に
利
用
し
た
。
男
性

宅
の
ま
き
ス
ト
ー
ブ
は

効
率
が
高
く
焼
却
灰
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
濃
縮
し
高
い

数
値
が
検
出
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
。

４
日
に
初
の
県

甲
状
腺
検
査
講
習

福

島

県
は
県
民
健
康
管
理
調

査
の
甲
状
腺
検
査
を
行
う

医
師
、
検
査
技
師
を
育
成

す
る
た
め
四
日
、
初
の
県

甲
状
腺
検
査
講
習
会
を
福

島
市
で
開
く
。

甲
状
腺
検
査
で
必
要
な

超
音
波
検
査
の
専
門
的
な

知
識
と
技
術
を
持
つ
人
材

を
育
成
し
、
県
内
各
地
に

検
査
拠
点
を
整
え
る
の
が

狙
い
。
初
回
の
講
習
会
は

県
北
地
域
の
医
師
、
臨
床

検
査
技
師
ら
が
対

。
福

島
医
大
の
鈴
木
真
一
器
官

制
御
外
科
学
講
座
教
授
ら

が
講
演
し
、
機
器
の
使
用

方
法
な
ど
を
指
導
す
る
。

講
習
会
は
五
月
に
郡
山

市
、
七
月
に
い
わ
き
市
、

九
月
に
会
津
若
松
市
で
開

く
。双

葉

浪
江
で

一

時

帰

宅

東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
か
ら
半
径
二
十
㌔
圏
内

の
警
戒
区
域
へ
の
一
時
帰

宅
は
一
日
、
双
葉
、
浪
江

両
町
で
行
わ
れ
た
。

双
葉
町
は
百
七
十
九
世

帯
四
百
十
人
、
浪
江
町
は

六
十
四
世
帯
百
四
十
六
人

が
参
加
し
た
。
双
葉
町
は

三
世
帯
、
浪
江
町
は
二
世

帯
が
修
繕
・
引
っ
越
し
業

者
ら
と
一
緒
に
立
ち
入
っ

た
。双

葉
町
で
自

用
車
一

台
の
放
射
性
物
質
の
量
が

基
準
値
を
超
え
た
た
め
除

染
し
た
。
麻
袋
一
袋
が
基

準
値
を
超
え
持
ち
出
せ
な

か
っ
た
。
個
人
の
積
算
放

射
線
量
は
双
葉
町
が
二
〜

九
七
㍃

、
浪
江
町
が
二

〜
三
一
㍃

だ
っ
た
。

二
日
は
南
相
馬
市
と
楢

葉
町
で
行
わ
れ
る
。

初
日
は
猫
４
匹

警
戒
区
域
で
ペ
ッ
ト

集
中
保
護
活
動
開
始

環
境
省
と
県
は
一
日
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
に
よ
る
警
戒
区
域
で

ペ
ッ
ト
の
集
中
保
護
活
動

を
開
始
し
た
。
初
日
は
南

相
馬
市
と
浪
江
町
で
捕
獲

用
の
器
材
を
設
置
し
た
。

原
発
事
故
発
生
か
ら
一

年
近
く
経
過
す
る
が
、
区

域
内
に
は
百
匹
以
上
の
犬

や
猫
が
い
る
と
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
早
急
に
保
護

す
る
。
県
の
飼
養
施
設
で

預
か
り
、
飼
い
主
を
探
す
。

初
日
の
活
動
で
は
職
員
ら

が
捕
獲
用
の
器
材
約
百
三

十
個
を
備
え
、
猫
四
匹
を

保
護
し
た
。
器
材
は
五
日

ま
で
設
置
し
、
職
員
が
毎

日
、
確
認
す
る
。

保
護
活
動
は
八
日
か
ら

十
二
日
ま
で
大
熊
、
双
葉

両
町
、
十
五
日
か
ら
十
九

日
ま
で
富
岡
、
楢
葉
両
町

で
実
施
す
る
。

川

俣

の

山
木
屋
地
区

今
月
中
に
小
中
校

公
民
館
除
染

林
野
庁
は
一
日
、
県
内

の
森
林
三
百
九
十
一
地
点

で
実
施
し
た
落
ち
葉
や
土

壌
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
の
測
定
結
果
を
公
表
し

た
。
最
も
濃
度
が
高
か
っ

た
の
は
、
浪
江
町
入
北
沢

の
一
平
方
㍍
当
た
り
八
五

六
万

。
同
町
や
双
葉
町

な
ど
、
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
か
ら
北
西
方
向
の

地
域
で
高
濃
度
の
セ
シ
ウ

ム
が
検
出
さ
れ
、
地
面
に

落
ち
た
葉
や
枝
の
方
が
土

壌
よ
り
濃
度
が
高
い
傾
向

が
見
ら
れ
た
。

環
境
省
に
よ
る
と
、
こ

れ
ま
で
河
川
な
ど
水
源
の

調
査
で
は
セ
シ
ウ
ム
は
ほ

と
ん
ど
検
出
さ
れ
て
い
な

い
。

雨
な
ど
で
落
ち
葉

や
土
壌
が
流
出
し
た
場
合

は
汚
染
が
拡
大
す
る
恐
れ

も
あ
る
が
、
通
常
の
雨
や

雪
解
け
水
は
地
中
に
染
み

込
む
た
め
、
落
ち
葉
な
ど

に
付
着
し
た
セ
シ
ウ
ム
は

流
出
し
に
く
い
と
い
う
。

落
ち
葉
に
高
濃
度
セ
シ
ウ
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